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十
二
月
に
な
り
ま
し
た
。
冬
本
番
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

  

一
昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街

道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を

お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋
城

と
名
古
屋
城
下
町
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
最
終
回
、
名
古
屋
五
口
と
名
古
屋

商
人
で
す
。

★
名
古
屋
五
口
と
脇
街
道

  

戦
国
時
代
の
那
古
野
荘
の
中
心
で
あ
っ

た
今
市
場
、
中
市
場
、
下
市
場
を
取
り
込

む
か
た
ち
で
名
古
屋
城
下
町
が
築
か
れ
ま

し
た
。

  

そ
し
て
、
名
古
屋
城
と
宮
宿
を
結
ぶ
碁

盤
割
の
南
北
の
要
路
本
町
通
と
東
西
の
要

路
京
町
筋
と
伝
馬
町
筋
。
南
北
の
本
町
通

と
東
西
の
伝
馬
町
筋
の
交
差
点
が
高
札
が

掲
げ
ら
れ
る
「
札
の
辻
」
で
す
。

  

城
下
町
外
縁
に
は
、
志
水
口
、
大
曽
根

口
、
三
河
口
（
岡
崎
口
）
、
熱
田
口
、
枇

杷
島
口
の
「
名
古
屋
五
口
」
が
あ
り
、
脇

街
道
に
つ
な
が
り
ま
す
。

  

「
札
の
辻
」
か
ら
伝
馬
町
筋
を
東
に
進

む
と
東
寺
町
の
南
側
を
抜
け
て
三
河
口
に

着
き
ま
す
。
三
河
口
か
ら
駿
河
街
道
、
飯

田
街
道
に
つ
な
が
り
、
拳
母
街
道
や
岡
崎

街
道
に
枝
分
か
れ
し
て
い
き
ま
す
。

  

「
札
の
辻
」
か
ら
本
町
通
を
南
に
下
り
、

橘
町
大
木
戸
を
過
ぎ
て
金
山
神
社
辺
り
か

ら
西
に
折
れ
る
と
佐
屋
街
道
で
す
。
本
町

通
を
さ
ら
に
南
下
す
る
と
熱
田
口
か
ら
東

海
道
に
入
り
ま
す
。

  

「
札
の
辻
」
か
ら
本
町
通
を
北
上
、
外

堀
の
手
前
で
京
町
筋
を
西
に
進
み
、
堀
川

沿
い
に
北
上
す
る
と
城
下
町
境
界
で
あ
る

樽
屋
町
大
木
戸
に
着
き
ま
す
。
大
木
戸
を

抜
け
て
さ
ら
に
進
む
と
枇
杷
島
口
。
枇
杷

島
橋
で
庄
内
川
渡
る
と
美
濃
街
道
で
す
。

  

美
濃
街
道
は
熱
田
が
始
点
。
東
海
道
を

東
か
ら
進
ん
で
く
る
と
、
熱
田
手
前
で
美

濃
街
道
と
の
分
岐
点
に
遭
遇
。
そ
こ
か
ら

北
上
す
る
と
本
町
通
に
つ
な
が
り
、
城
下

の
い
ず
れ
か
の
筋
を
西
に
進
み
、
堀
川
に

着
い
た
ら
川
沿
い
に
北
上
し
、
樽
屋
町
大

木
戸
に
向
か
う
の
が
美
濃
街
道
で
す
。

  

京
町
筋
を
東
に
行
き
、
城
郭
の
東
端
を

北
に
折
れ
る
と
上
街
道
（
木
曽
街
道
）
に

入
り
ま
す
。
城
の
東
大
手
門
前
の
清
水
口

を
通
っ
て
志
水
口
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
小

牧
宿
に
向
か
い
ま
す
。

  

建
中
寺
に
至
る
手
前
の
佐
野
屋
辻
か
ら

北
に
折
れ
て
進
む
と
赤
塚
町
大
木
戸
で
す
。

こ
こ
も
城
下
の
境
界
で
あ
り
、
そ
の
先
は

下
街
道
（
善
光
寺
街
道
）
で
あ
り
、
大
曽

根
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

  

東
海
道
は
幕
府
直
営
の
五
街
道
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
佐
屋
街
道
と
美
濃
街
道
は
そ

の
附
属
街
道
。
美
濃
街
道
は
東
海
道
と
中

山
道
の
接
続
路
で
す
。

  

上
街
道
（
木
曽
街
道
）
や
岡
崎
街
道
は

尾
張
藩
の
藩
道
で
す
。
名
古
屋
城
下
か
ら

周
辺
地
域
へ
の
接
続
路
で
あ
り
、
城
下
町

中
心
部
か
ら
放
射
状
に
延
び
る
か
、
あ
る

い
は
外
縁
部
か
ら
街
道
が
始
ま
る
よ
う
に

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

★
広
小
路
と
四
間
道

   

道
路
網
の
整
備
に
よ
っ
て
城
下
町
を
人
々

が
往
来
し
、
城
下
町
は
発
展
。
人
口
が
増

え
、
町
家
が
密
集
し
、
大
火
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

  

万
治
の
大
火
（
一
六
六
〇
年
）
は
京
橋

筋
の
北
を
通
る
外
堀
沿
い
の
片
端
筋
と
伏

見
町
通
の
角
付
近
か
ら
出
火
し
、
武
家
屋

敷
百
十
二
軒
、
町
屋
二
千
二
百
二
十
八
軒

を
焼
失
し
ま
し
た
。

  

そ
の
頃
、
城
下
町
は
碁
盤
割
か
ら
外
に

も
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
後

の
火
災
時
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
に
、
碁
盤

割
南
端
の
堀
切
筋
の
長
者
町
通
か
ら
久
屋

町
通
ま
で
の
道
幅
が
そ
れ
ま
で
の
三
間
か

ら
十
三
間
（
約
二
十
四
メ
ー
ト
ル
）
に
拡

幅
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
そ
の
区
間
は
広
小

路
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

  

ま
た
、
火
災
直
後
の
寛
文
年
間
（
一
六

六
一
～
七
三
年
）
に
尾
張
藩
の
命
に
よ
り

火
消
六
組
が
組
織
さ
れ
、
十
七
世
紀
末
に

は
八
組
千
四
百
五
十
人
の
規
模
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

  

し
か
し
一
七
〇
〇
年
、
再
び
大
火
に
見

舞
わ
れ
、
千
六
百
四
十
軒
余
を
焼
失
。
火

災
後
に
堀
川
端
の
裏
道
が
二
間
か
ら
四
間

に
拡
張
さ
れ
、
四
間
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

★
三
家
衆
・
除
地
衆
・
十
人
衆

  

度
重
な
る
火
災
に
も
屈
せ
ず
、
名
古
屋

城
下
町
は
発
展
を
続
け
ま
す
。

   

名
古
屋
城
下
町
に
根
付
い
た
町
人
は
、
大

き
く
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
つ

は
、
清
洲
越
し
に
伴
っ
て
名
古
屋
に
移
っ

て
来
た
町
人
で
す
。
伊
藤
次
郎
左
衛
門
な

ど
が
典
型
で
す
。

   

も
う
ひ
と
つ
は
、
藩
祖
義
直
が
駿
府
か
ら

名
古
屋
入
り
す
る
際
に
同
行
し
た
駿
府
越

し
の
町
人
で
す
。
本
町
の
菓
子
屋
桔
梗
屋

又
兵
衛
、
上
七
間
町
の
紺
屋
小
坂
井
新
左

衛
門
な
ど
で
す
。

   

清
洲
越
し
、
駿
府
越
し
の
い
ず
れ
に
も
関

係
な
い
町
人
た
ち
が
三
つ
め
で
す
。
寛
文

年
間
に
美
濃
か
ら
来
て
金
物
商
と
し
て
地

盤
を
築
い
た
岡
谷
家
、
知
多
郡
内
海
村
出

身
で
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
年
）

に
納
屋
町
で
米
屋
を
始
め
て
豪
商
に
な
っ

た
内
田
家
、
春
日
井
郡
小
木
村
か
ら
城
下

に
来
て
質
商
で
成
功
し
、
天
明
年
間
（
一

七
八
一
～
八
九
年
）
に
は
町
奉
行
か
ら
米

仲
買
人
支
配
に
任
じ
ら
れ
た
関
戸
家
な
ど

で
す
。

  

尾
張
藩
御
用
達
商
人
は
三
家
衆
の
伊
藤

家
、
関
戸
家
、
内
田
家
を
頂
点
に
、
除
地

衆
、
十
人
衆
と
格
付
さ
れ
ま
し
た
。

  

豪
商
、
豪
農
は
熱
田
沖
干
潟
で
新
田
開

発
も
盛
ん
に
行
い
、
財
を
成
し
ま
し
た
。

新
田
持
豪
長
者
と
し
て
知
ら
れ
た
の
が
海

西
郡
の
神
野
金
之
助
で
す
。

  

金
之
助
の
長
兄
友
三
郎
は
碁
盤
割
の
外

縁
部
、
広
小
路
南
入
江
町
の
小
間
物
屋
紅

葉
屋
に
養
子
入
り
し
、
三
代
目
富
田
重
助

を
襲
名
。
商
才
を
発
揮
し
て
舶
来
輸
入
品

の
洋
物
屋
と
し
て
成
功
し
過
ぎ
た
た
め
、
幕

末
、
尊
攘
派
藩
士
尾
張
藩
金
鉄
組
の
襲
撃

を
受
け
た
紅
葉
屋
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

★
来
年
か
ら
は

山
門
に
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

  

今
年
は
名
古
屋
城
と
名
古
屋
城
下
町
を

お
送
り
し
ま
し
た
。

  

長
い
間
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

か
わ
ら
版
で
す
が
、
来
年
か
ら
は
山
門
に

置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
自
由

に
お
取
り
く
だ
さ
い
。

  

皆
様
、
よ
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。




